
柏崎市市民参加のまちづくり基本条例について 
 
 
 
 
 
 

『柏崎市市民参加のまちづくり基本条例』が平成１５年３月２０日制定されました。

この条例は、平成１５年１０月１日から施行されます。 
この条例について、紹介します。 

 
１．「柏崎市市民参加のまちづくり基本条例」とは 
 ◆この条例は、市民、各種団体、企業、行政が、市政の基本原則を共有し、参加と協働をとおして、

わたしたちのまちづくりを進めていくために必要な考え方や仕組みを条例化したものです。 
 ◆条例では、柏崎市におけるまちづくりの基本原則、市民・コミュニティ・市の役割、議会・執行

機関の責務、情報の共有、市民の市政への参加と協働の仕組み定めており、いわば、柏崎市の「憲

法」ともいえる条例です。 
 
２．条例制定の背景 
 【地方分権との関係】 
  ○地方分権一括法の施行（平成１２年４月１日） 
   ・従来の中央集権型社会       ➠ 地方分権型社会 
   ・地方自治体は自主性、自立性を高め ➠ 個性豊かで活力に満ちた地域社会を実現 
   ・自己決定、自己責任の原則に基づき ➠ 地域内の諸課題に積極的に取り組む 
                       
                   地方自治体 
              
               「自ら治める責任」 ➠ 「国と対等、協力の関係」 
  ○地方分権一括法の成果 
   ・国の地方自治体への関与の減少   ➠ 機関委任事務の廃止 
   ・個性豊かな自治体運営       ➠ 住民の意思の反映 
 【社会的背景】 
  ○社会貢献活動 
   ・自治体、ＮＰＯ、市民ボランティア活動 ➠ 市民が「まちづくりの主体」 
  ○２１世紀の新しい時代 
   ・住民の意思による自主的なまちづくり  ➠ 行政との対話、参加、協働 

 

                    市民参加 

 

                「協働のまちづくり」 ➠ 市民と市との役割・責任の分担 

 

 



３．条例の性格 

 ◆柏崎市の最高規範として、他の条例や各種計画などの策定指針となる基本条例の性格を持ってい

ます。また、市民の皆さんの権利を明確にし、柏崎市の組織・運営に関する基本的事項を網羅し

た総合条例の性格をもっています。 

 

４．条例の意義・効果 

 ◆この条例により、市政運営を透明化することで、市民の皆さんから市政に対し理解と関心を深め

て頂き、市民参加が促進されることが期待されます。 

 ◆地方分権に対応したまちづくりへ市民の皆さんと市が協働して、自らの地域のために行動するこ

とが期待されます。 

 

５．条例の公布、施行 

 ◆条例の公布：平成１５年３月２０日 

 ◆条例の施行：平成１５年１０月１日 

 

６．条例制定までの経緯 

 【（仮称）まちづくり基本条例勉強会】の設置 

  ・平成１３年２月 第１回開催。公募の市民参加者１２名。職員参加者１２名で構成。 

  ・平成１３年１２月までに１５回開催。市民と職員による勉強会１５回。職員ＷＧ４回開催。 

  ・日本大学松野教授を講師に招き「まちづくり」の指導を受ける。先進事例のケーススタディ、

ワークショップなどを実施し、条例のタタキ台を策定。 

 【（仮称）市民参加のまちづくり基本条例庁内策定委員会】の設置 

  ・平成１４年５月 第１回開催。庁内内部の関係課、法規担当者１３名で構成。 

  ・８月まで８回開催。前年度の勉強会のタタキ台を基に、条例素案に盛り込む項目、内容を検討。 

 【素案の公表】 

  ・「（仮称）市民参加のまちづくり基本条例素案」について意見募集 

  ・期間：平成１４年１０月７日から１１月１５日 

  ・周知法：市ホームページ、市役所、市内各コミュニティセンター、ソフィアセンター、市民プ

ラザに条例素案を配布。 

  ・意見者：市民２名。市会議員５名。 

 【（仮称）市民参加のまちづくり基本条例策定審議会】の設置 
  ・平成１４年１０月２日 第１回開催。公募市民４名。団体推薦４名。学識経験者２名で構成。 
  ・会長（新潟産業大学 教授 梅澤精）。男性委員７名。女性委員３名。 
  ・平成１５年２月７日まで７回開催。公表素案に対する市民等からの意見等について審議会で検

討。審議委員の意見の検討。 
  ・平成１５年２月１２日。審議会の審議結果を市長に報告。 
 【議会への説明】 
  ・平成１４年９月議会総務常任委員会で、条例素案の説明。 
  ・平成１４年１０月１１日全員協議会で、再度条例素案の説明。 
  ・平成１５年２月１８日議員への説明会を設け、条例の最終案を説明し、意見を頂く。 



７．条例の主な内容 
 

条    項 内           容 
前文 ・本条例制定に当たっての背景や基本的な考え方を述べるとともに、

市民の皆さんと市の協働によるまちづくりを推進していくための前

文で定めています。 
・前文は、市の特性、市の目指す姿、制定の理由で構成しています。 

まちづくりの基本理念 ・まちづくりを推進していくうえでの基本理念として、「市民の幸福」

と「市民と市の協働」を定めています。 
まちづくりの主体 ・まちづくりの主体は市民であることを定めています。 
まちづくりの目標 ・まちづくりの基本理念に基づき、まちづくりの目標を次の７項目定

めています。 
・『基本的人権』、『教育、生涯学習』、『福祉、健康』、『次世代』、『歴史、

文化』、『経済、産業』、『自然、環境、安全・安心・快適な生活』 
「参加する権利」と「情

報の共有」 
・市民と市の協働によるまちづくりの推進のため、市民の皆さんのま

ちづくりへの参加の権利と協働の仕組み、情報共有の原則を定めて

います。 
まちづくりの基本的な

役割 
・まちづくりにおける市民と市民の一員である事業者、コミュニティ

並びに市の役割を定めています。 
議会の責務 ・議会は、市の議事機関として市民の意思が適切に反映されるよう活

動し、開かれた議会活動をするよう定めています。 
市長と執行機関に責務 ・市長は、市を代表し公正かつ誠実な市政の執行に努めることとし、

職員は研鑚に努め、市民の一員の立場からも自ら市民と連携し、ま

ちづくりに取組むものと定めています。 
説明責任 ・まちづくりに関する活動の内容やその意思決定の過程について、分

かりやすく説明しなければならないと定めています。 
審議会等への参加 ・市が設置する審議会などに、市民の皆さんの参加を得て、広く意見

を聴きながら施策を実施することを定めています。 
総合計画等の策定 ・総合計画等の策定にあたっては、市民参加に努め、計画相互間の調

整を図るとともに、計画の実施にあたっては、行政評価と連動した

効率的な財政運営を図ることを定めています 
市民投票 ・市政に関して広く市民の意思を把握するために、市議会の議決を経

て市民投票を実施できることを定めています。 
・市民、議会及び市長は、市民投票の結果を尊重しなければならない

としています。 

 
８．条例の施行に向けて 
 ◆条例施行までの取組み 
  ・この条例の運用に当たり、多くの市民の皆さんから関心や意欲を持っていただくよう、説明の

場やセミナーを開催します。 



  ・「まちづくりの主体は市民」の認識のもと、実際にこの条例を運用していく職員の意識改革に

努めます。 
  ・この条例の主な内容について、広報かしわざき４月２０号に掲載し、条例の解説を５月５日号

から数回にわたり掲載し、市民の皆さんにお知らせします。 
 
 
 

○問い合わせ先  この条例の詳しい内容、考え方については、企画政策課企画班へ 
「柏崎市ホームページ」企画政策課の中に、条文と考え方を掲載しています。 
  ▼柏崎市総合企画部企画政策課企画班 
     945-8511 柏崎市中央町５番５０号 
           ＴＥＬ ０２５７－２１－２３２１（直通） 
           ＦＡＸ ０２５７－３２－３３０３ 
           Ｅ-mail: kikaku-mati@city.kashiwazaki.niigata.jp 
           ホームページ http://www.city.kashiwazaki.niigata.jp 
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